
促す
市町村防災担当者を交えた堤防決壊時の緊急対策

シミュレーションの実施
7月18日、7月31日実施

堤防決壊時の緊急対策技術の向上及び検討結果の蓄積・技術の伝承を図るため、新庄河川事務所では
平成19年度より堤防決壊時の緊急対策シミュレーションを実施しています。
今年度は、最上川中流の各市町村防災担当者、防災エキスパート、災害発生時に復旧作業に協力していた

だく施工業者の方にも参加してもらい、緊急対策技術の向上を図りました。

合同現地調査
班別討議
（7月18日）

全体報告会
（7月31日）

鳥越班

大石田班

鮭川班

防災担当者からの質問

●各市町村の防災担当者からの情報により、町道や村道の構造や現地状況の詳細が分かり、資
材輸送ルートの選定に役だった。
●沿川住民への避難の呼びかけ、資材運搬車両の往来などを知らせるための広報などについて
確認できた。

シミュレーションの効果
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